
令和 2年度 第 11 回大潟区地域協議会次第 

 

日時 令和 3年 2月 18 日（木）午後 6時 30 分から 

会場 大潟地区公民館 3 階 集会室 

 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 報告事項 

 

（１）大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館の臨時休館について       …資料№1 

       

 

４ 協議事項 

 

（１）令和 2年度地域活動支援事業（大潟区）成果報告会について     …資料№2 

 

（２）自主的審議事項について                        …資料№3 

 

５ その他 

 

６ 閉 会

 

 



                        
 
 

大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館の臨時休館について 

 

 

機械設備の改修を行うため、下記のとおり臨時休館します。 

 

1 休館期間 

   3 月 22 日（月）〜 31 日（水） 

  

2 その他 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、利用者数の減少が続いて 

いるため、2月 28 日（日）までとしていた営業時間短縮 

（閉館時間：午後 9 時 → 午後 8 時）を 3 月 21 日（日）まで延長します。 

・4月 1 日（木）以降は、プールを含め全館通常営業とする予定です。 
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令和3年2月18日（木）

第11回大潟区地域協議会

資料№２



NO 件　　名
提案
委員

1
上越市地域防災計画に「大雪
災害」を加えてほしい

五十嵐
（公）
委員

2

大潟区内「公の施設のあり
方」検討
（第４次上越市公の施設の適
正配置計画対応）

3
大潟区内「歴史遺産等地域
資源」の保存、保全活動につ
いて

4
大潟区及び各地域（町内）に
おける社会教育・公民館活動
の現状と活性化について

佐藤
副会長

5
大潟健康スポーツプラザ鵜の
浜人魚館活性化について

新保
委員

　現状は放置状況…大潟町時代に設置した案内看
板等破損、観光案内看板等も損傷著しく、交流人口
の拡大策上、修繕要
◎活動団体の設立等検討（文化協会が消滅して久し
い）

当面、第４次上越市「公の施設の適正配置計画」登
載案件
①大潟野外活動施設（キャンプ場、トリム遊具）Ｒ６年
度以降、貸付又は譲渡
②大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館「引続き協
議」後期Ｒ６年度に向けて、あり方検討
③大潟福祉センター「現状維持」
Ｈ27～Ｈ30年度３次上越市「公の施設の再配置計
画」ではＨ30年度末に施設の機能廃止するとともに
譲渡を検討…今後は？

　町内会および社会的組織の役員の担い手不足及
び関心が低くなっている。
　社会教育、公民館活動の現状を把握し、活性化の
方策をさぐりたい。

　以前より上越市内の温浴施設をたびたび利用して
います。鵜の浜人魚館もそのなかの一つです。
　コロナ禍に翻弄された昨年を除いても、いづれの施
設でここ数年利用者が減少し活気がなくなっているよ
うに感じられます。
　今回、「公の施設の再配置計画」の取り組みが提出
され引き続き検討課題となりました。廃止されることを
危惧しています。
　多くの人たちに来館いただき、活気ある人魚館に、
魅力ある人魚館にするために、そして、今後とも継続
して利用できるよう、自主的審議事項として取り組ん
でみたらいかがかと思います。

自主的審議事項のテーマについて

（委員から提出されたものを転記）

君波
会長

内　　　　　容

〇風、水、土砂災害の他に「大雪」も
〇大雪により家屋（有人）などの倒壊が発生したらど
うするか（救出等）
〇除雪作業のボランティア確保（有償でも）
　　　　　　　　　　　↓
大雪により要援護世帯への除雪（民生委員との連
携）

令和3年2月18日（木）

第11回大潟区地域協議会

資料№3



6

鵜の浜人魚館の運営管理及
び経営上の問題を改めて確
認共有し課題解決の方途を
明らかにする

関
委員

7
大潟区の未来の方向を定め
た「総合計画」を住民主体で
作りたい

土屋
委員

8
鵜の浜温泉と海水浴場の活
性について

中野
委員

　鵜の浜温泉の活性化については、Ｈ31年自主的審
に決定されて以来Ｒ元年に３回の審議、審議の進め
方の会議、現状把握のための説明会を経てＲ元年９
月から８回の関係団体の方々との懇談と意見交換会
をもち３回の協議会審議を経て最終報告はようやく昨
年後半に大潟観光協会へ意見書が提出されていま
す。（４月提出予定が新型コロナウイルス感染拡大で
現地混乱のため提出を控えたことが遅れの理由）
　ほぼ新人の今年度の協議員は、したがって鵜の浜
温泉の活性化提案については認識を共有し深めな
ければならないと思います。さらに観光協会の受け
止め方と具体化を検証する必要を感じます。鵜の浜
温泉旅館の全体の活性化とその中核施設が人魚館
ですが、今回の審議事項の提案は、人魚館の営業
廃止か継続か？上越市「第４次公の施設の適正配
置計画」（案）で人魚館の経営継続が問われている問
題です。
　昨年来新型コロナウイルスの感染拡大という異常
事態のなかにあります。これまで何回か示された資
料と議論を今一度整理して“住民自治と地域の活性
化の視点”で地域にとっての人魚館の存在の評価の
共有化を深めたうえで実最適な利用者の増加の方途
をいくつかのアイデアも含め提案をしていきたいと考
えます。
　事案の具体的な進め方は少し時間をかけて全体化
するということでご検討下さい。

　住民が主体となって区の総合計画を作り、住民が
希望に満ちた暮らしができるよう 方向を定めていき
たい。

目的：地域のありたい姿を（行政まかせにせず）住民
が主体となって作ることで、まちづくりを「自分ごと」と
して取り組む人を増やしていく。
　
手段：
・別途詳細を検討していく（総合事務所とも相談して
いく）。
・様々な地域課題を取り上げることになるため、２年
間くらいで計画を完成させる。
・地域協議会の位置付け・役割を明確にする。

大潟区の宝と思われる温泉等は利用客が減少して
いる。ジムリーナとの共生を探れないものか。



9 南大潟地区高齢化対策
俵木
（一）
委員

10 海岸道路の整備について
俵木
（晴）
委員

11 大潟区の新しい名産品を作る
細井
委員

12
頸北地域の将来の地域医療
を考えよう

五十嵐
（郁）
委員

背景
①アピールできる名物が少ない。
②ＳＮＳを利用する等の試みが少ない。

内容
①各団体で連携するための組織化を行う。
②地域ぐるみでの名産品づくりを行う。
③名産品を売り出すための地域や団体で連携して進
める。

　協議会はその手助けのみ行う

　昨今、上越地域の病院の在り方について検討され
ている中、柿崎病院も将来どのように運営していくの
か検討の対象になっています。先般の地域協議会の
研修会おいても地域の県立病院や、地域医療がどの
ような状況に有るのか講演があったばかりです。
　柿崎病院が柿崎区だけではなく、頸北地域の医療
の中心として今後どのような体制が必要なのか地域
協議会で検討しあうことで大潟区だけでなく、頸北地
域全体の問題として考える場になればと思います。
　まずは、地域医療や、地域福祉の問題を地域協議
会で現状を把握しながら、吉川区、柿崎区の地域協
議会の委員とともに情報や意見交換をしていければ
と思います。

　高齢化が進む中、免許証返納が進めば交通手段
が無くなり、通院、買い物が不自由になるので、コミュ
ニティバスや移動販売車の運行があればよいと思い
ます。

　現在、渋柿浜端から土底浜途中までと、潟町３区端
から鵜の浜海水浴場手前までの間の海岸線道路（鵜
の浜海水浴場から雁子浜までは除く）が、事由は分
からないが途切れている。
　以前より大潟区以外の長野県、群馬県などからの
海水浴客や釣り人が多く来訪している。
　この間を開通することにより、直江津方面からも（工
事車両の優先通行を含む）全線開通となり、来訪客
の増加による経済効果と、現在も一部通常で利用し
ている方もいることから冬期間以外は一部生活道路
と利用することもでき、渋滞緩和にも繋がるとも考え
られる。
　また、区内の開通している海岸道路でも一部未舗
装であり、開通と併せて舗装整備することにより、車
両などの損傷の排除や、来訪者などにも環境的にも
配慮できるものと思われ、併せてアスレチック付近の
直江津寄りに駐車場を設ければ、尚良いものと考え
られる。


